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農
に
生
き
る― 

籠
谷  

悠
輝
さ
ん 

―



　

増
田
地
区
の
籠
谷
悠
輝
さ
ん
は
、
桃
や

リ
ン
ゴ
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
な
ど
の
果
樹
栽
培

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
青
年
部
増
田
支
部

長
を
務
め
る
な
ど
幅
広
く
活
躍
し
て
い
ま

す
。

　

就
農
19
年
目
を
迎
え
た
籠
谷
さ
ん
は
、

現
在
、
桃
の
中
生
種
「
あ
か
つ
き
」
の
収

穫
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
中
晩
生

種
「
ま
ど
か
」、
晩
生
種
「
川
中
島
白
桃
」

と
続
き
、
９
月
中
旬
頃
ま
で
収
穫
が
続
き

ま
す
。

　

籠
谷
さ
ん
は
「
桃
は
傷
み
や
す
い
果
実

の
た
め
、
収
穫
や
選
果
、
出
荷
作
業
に
追

わ
れ
る
が
、
果
実
が
大
き
く
な
り
色
づ
き

始
め
る
様
子
を
眺
め
る
の
は
と
て
も
楽
し

い
」
と
話
し
ま
す
。

　

桃
の
収
穫
は
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
収
穫
が

終
わ
っ
て
息
を
つ
く
暇
も
な
く
始
ま
り
、

横
手
盆
地
の
厳
し
い
暑
さ
の
中
で
の
作
業

と
な
り
ま
す
。
ま
だ
暑
さ
が
残
る
時
期
か

ら
は
リ
ン
ゴ
の
収
穫
が
始
ま
り
、
冬
を
迎

え
る
と
樹
木
の
雪
払
い
や
剪
定
と
い
っ
た

次
期
作
へ
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

　
「
資
材
や
燃
料
の
高
騰
、
鳥
獣
被
害
な

ど
課
題
も
あ
る
が
、
よ
り
良
い
も
の
を
収

穫
し
、
皆
様
に
美
味
し
く
食
べ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
り
ま
す
。

　

な
お
、
８
月
22
日
に
は
秋
田
県
Ｊ
Ａ
青

年
部
主
催
の
「
う
め
も
ん
マ
ル
シ
ェ
」
が

「
秋
田
駅
前
大
屋
根
通
り
」
で
開
催
さ
れ
、

県
内
の
Ｊ
Ａ
青
年
部
員
が
育
て
た
農
産
物

が
販
売
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
籠
谷
さ
ん
が

育
て
た
桃
も
並
び
、
店
頭
に
は
籠
谷
さ
ん

本
人
も
立
ち
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
い
し
い
桃
と
籠
谷
さ
ん
の
笑

顔
に
会
い
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

横手の旬を届ける情熱
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サクランボから桃、そしてリンゴへ
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　ＪＡ秋田ふるさとは７月25日、女性部・青年部・園芸課と共同で地域の子ど
もたちに食料や農業、農村の大切さを知ってもらおうと「ちゃぐりんフェスタ
2026」を横手市で開き、児童や保護者など７組16人が参加しました。
　児童らは、スイカ圃場やシイタケハウスで見学や収穫を体験。女性部員が調理
したシイタケ料理やスイカに舌鼓を打ちました。参加者にはＪＡグループの雑誌
「ちゃぐりん」やスイカ「あきた夏丸チッチェ」などがプレゼントされました。

▲青年部員の播磨貴大さんがスイカの栽培栽培方法について解説
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▲白石信一工場長さんが菌床シイタケについて解説

55 JA通信JA通信 2026.2026. 88



2026July

令和８年産スイカ出発式
ふるさとのスイカ
　　抜群のシャリ感で全国市場へ！
　秋田県一のスイカ生産量を誇る西瓜部会は７月
21日、スイカ出発式をＪＡ雄物川集出荷所で開き、
生産者のほか県や市、ＪＡ担当者など36人が出席
しました。
　市場へ向け出発する10 tトラックを前に、今シー
ズンの集出荷作業の安全と目標販売額の達成などを
祈念し、神事とテープカットを行いました。
　トラックには主力の県オリジナル品種「あきた夏
丸」・「あきた夏丸チッチェ」などが積まれ、県産青
果物をＰＲする「フレッシュ大使」がドライバーヘ
花束を贈呈し、令和８年産のスイカを積んだトラッ
クを見送りました。
　余興では地元小学４年生児童46人による「スイ
カダンス」の披露や、糖度の高いシャリ感抜群の「あ
きた夏丸」スイカの試食が出席者らに振る舞われま
した。
　当ＪＡ産のスイカは県内生産量の７割以上を占め
ます。
　今年も消費者の多様なニーズに合わせた高品質生
産を目指し７月中旬から９月上旬にかけて、県内や
関東、関西など全国21市場に出荷する予定です。
　令和８年度は、出荷量4,200t、販売額12億円を
目指します。
　佐藤保部会長は「シャリ感も良く甘くおいしいス
イカができた。個人でも家族でも楽しんでほしい」
と話しました。

▲テープカット

　横手市とＪＡは７月24日に新宿ベジフル㈱、25
日に大阪中央卸市場で、西瓜「あきた夏丸」、「あき
た夏丸チッチェ」、キュウリ、トマト、枝豆、椎茸、
ほうれん草のトップセールスを行いました。横手市
やＪＡグループ、フレッシュ大使が出席。試食の大
玉・小玉西瓜が好評でした。特に大消費地である新
宿ベジフル㈱、大阪中央卸市場では多くの買参人が
集まったことで大盛況となりました。

▲�左から、フレッシュ大使、横手市農林部佐々木
健悦部長、村田清和副市長、柿﨑大二朗専務、
ＪＡ全農あきた園芸畜産部高橋利和部長、ＪＡ
佐藤雄英部長

▲西瓜をＰＲする佐藤部会長㊥とあきたフレッシュ大使

▲スイカダンスを披露する「ふるっぴ」と児童ら

トップセールス
横手市・ＪＡ秋田ふるさと
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アスパラガスの栽培と選果を見学
農林水産委員視察
多機能型低温倉庫を見学！

▲アスパラガスの立茎の様子を見学する参加者

ＪＡ講座

ふるさと安心畑
新規加入説明会

枝豆部会
現地圃場巡回
　枝豆部会は７月19日、現地圃場巡回を行い、
管内４地区８か所の枝豆圃場を巡回し栽培管
理や生育状況などを確認。県やＪＡ全農、資
材メーカーなどが参加しました。
　枝豆部会では令和８年度、販売数量220 t
（前年度実績対比106％）、販売額１億7,600
万円（同比106％）を計画しています。
　部会では、今後の急激な天候変化や病害虫
防除の徹底と適切な栽培管理を心がけ、食味
の良い高品質な枝豆出荷を行う方針です。

　直売の会「ふるさと安心畑」は７月28日、
平鹿支店で新規会員加入説明会を行いました。
　説明会では同会の生産基準や運用規定の説
明のほか、イベントや研修会の様子をプロジェ
クターで紹介しました。
　佐々木淳会長は「品目や量目、価格や出荷
時間など自分のペースで自慢の農産品を出荷
できるので無理なく続けられる。研修会で会
員同士の交流もできるので是非一緒に頑張り
ましょう」と呼びかけました。

▲大雄地区現地圃場巡回の様子▲参加者へ説明を行う佐々木会長

▲多機能型低温倉庫を視察する調査団

　ＪＡは７月11日、ＪＡ講座第２回目「アス
パラガス」編を開催し地域住民ら13人が参加
しました。第２回講座では、アスパラガスの
共選施設「県南園芸センター」で選果の様子
を見学したのち、十文字地区の佐藤龍太郎さ
んの圃場で夏採りアスパラガスの立茎の様子
を見学しました。
　参加者らは「アスパラが木のように成長す
ることに驚いた。選果の様子も初めて見られ
てよかった」と話しました。

　秋田県議会農林水産委員会は７月８日、県
内調査の一環としてＪＡの多機能型低温倉庫
を視察し、県議や県など18人が訪れました。
　調査団らは、同倉庫のコールドチェーンに
よる品質管理や、パレットに載せたまま一連
の輸送を行う一貫パレチゼーション、米穀用
倉庫の効率的な運用を支えるフレコンラック
を視察。小野一彦委員長は「集中改革期間に
おける「効率化」を達成するためには、共同
利用施設の高度化が必要であると強く感じた」
と話しました。
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四季の営農ワンポイントアドバイス

果樹課
大和屋　尚享

　

本
誌
５
月
号
で
獣
害
対
策
と
し
て
電
気
柵
の
設
置
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
ク
マ
の
主
な
エ
サ
と
な
る
ブ
ナ
の
実
が
豊
作
と
予

測
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
今
後
、
果
実
の
成
熟
に
伴
い
、
果

樹
園
へ
の
ク
マ
出
没
が
増
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

実
際
に
管
内
の
果
樹
園
で
今
年
、
電
気
柵
を
持
っ
て
い
る

も
の
の
、
収
穫
近
く
に
な
っ
て
も
設
置
し
て
い
な
か
っ
た
た

め
に
ク
マ
の
食
害
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
事
例
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
獣
害
対
策
（
ク
マ
対
策
）
に
つ
い
て
、
電
気
柵
設

置
の
ポ
イ
ン
ト
を
含
め
今
一
度
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
確

実
に
実
施
し
ま
し
ょ
う
！

【
出
会
わ
な
い
、来
さ
せ
な
い
】

①
音
を
出
し
て
作
業

　

ク
マ
は
基
本
的
に
人
を
避
け
て
行
動
し
ま
す
。

　

園
地
等
で
バ
ッ
タ
リ
会
わ
な
い
た
め
に
、
人
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
園
地
で
は
ラ
ジ
オ
等
、
音
を
出
し
て
作
業
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
ク
マ
に
聞
こ
え
て
い
な
い
と
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
雨
の

日
や
風
の
強
い
日
は
音
量
を
高
め
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
24
時
間
ラ

ジ
オ
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
は
、
い
ず
れ
慣
れ
て
し
ま
い
ま
す
（
音
が
鳴
っ

て
い
る
だ
け
で
身
に
危
険
が
無
い
と
見
破
ら
れ
る
）。

②
廃
棄
作
物
に
つ
い
て

　

畑
の
隅
に
廃
棄
作
物
を
置
い
て
お
く
の
は
寄
せ
餌
に
な
り
、
ク
マ
に

と
っ
て
は
魅
力
的
な
食
べ
物
に
見
え
て
し
ま
い
ま
す
。
廃
棄
作
物
は
電

気
柵
の
内
側
に
置
く
か
、
埋
没
か
焼
却
処
分
し
て
く
だ
さ
い
（
電
気
柵

の
外
側
に
放
置
す
る
と
ク
マ
に
味
や
臭
い
を
覚
え
さ
せ
、
侵
入
を
誘
引

す
る
原
因
に
な
る
）。

【
電
気
柵
設
置
の
ポ
イ
ン
ト
】

◎
被
害
を
受
け
る
前
に
設
置

　

電
気
柵
で
最
も
重
要
な
の
は
、
被
害
を
受
け
る
前
に
設
置
す
る
こ
と

で
す
。
被
害
を
受
け
て
か
ら
慌
て
て
設
置
す
る
生
産
者
が
多
い
よ
う
で

す
が
、
こ
の
場
合
、
電
気
柵
を
設
置
し
て
も
防
御
し
き
れ
な
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
ク
マ
は
学
習
能
力
が
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
執
着
心
も
非
常
に
強
い
動
物
で
す
。
一
度
、
園
地
内
に
侵
入

し
、
そ
こ
が
と
て
も
良
い
エ
サ
場
だ
と
認
識
す
れ
ば
、
電
気
柵
を
突
破

す
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
園
地
内
に
一
度
も
侵
入

さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

◎
傾
斜
地
で
の
設
置

　

設
置
し
て
も
侵
入
さ
れ
た
事
例
で
一
番
多

い
の
が
、
適
切
に
設
置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

で
す
（
特
に
傾
斜
地
等
で
多
い
）。
最
下
段

の
ワ
イ
ヤ
ー
が
地
面
と
適
切
な
間
隔
に
な
っ

て
い
る
か
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
ク
マ
や
イ

ノ
シ
シ
の
場
合
、
地
面
か
ら
20
㎝
に
な
っ
て

い
る
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
高
す
ぎ
る
と

く
ぐ
ら
れ
て
侵
入
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
（
図

１
、２
）。

※�

電
気
柵
を
設
置
す
る
園
地
が
平
ら
で
な
く
、
一
部
窪
地
が
有
る
場
合
、
上
記
図
２
の
よ
う

に
地
面
と
ワ
イ
ヤ
ー
の
間
隔
が
常
に
適
正
に
な
る
よ
う
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
電
気
柵
下
の
草
対
策
（
漏
電
防
止
）

　

梅
雨
明
け
後
、気
温
の
上
昇
に
伴
い
電
気
柵
下
の
雑
草
丈
が
急
激
に

伸
び
ま
す
。放
置
す
る
と
漏
電
の
原
因
と
な
り
、ク
マ
対
策
の
効
果
を
失

う
こ
と
か
ら
、草
刈
り
や
除
草
剤
の
処
理
で
漏
電
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

収穫前の
獣害対策は万全に！！

★�

ク
マ
は
学
習
能
力
が
高
い
で
す
が
、こ
れ
は
生
き
る
た
め
で
す
。

生
き
る
た
め
に
、
自
身
に
害
の
無
い
も
の
を
見
破
り
ま
す
。
ク

マ
対
策
に
ぜ
ひ
早
め
に
電
気
柵
を
設
置
し
、「
こ
の
線
は
触
る

と
痛
い
！
こ
れ
は
怖
い
も
の
だ
！
」と
心
理
的
に
認
識
さ
せ
て
、

農
作
物
と
自
身
の
安
全
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
◇　

果
樹
課　

☎
０
１
８
２
―

２
３
―

６
２
６
６
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デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
だ
い
ご
の
里
で
「
お
と
な
の

学
校
」
を
始
め
て
３
年
目
。

　
「
学
校
」
と
聞
く
と
「
勉
強
す
る
の
？
」
と
か
「
難
し

そ
う
」「
椅
子
に
座
っ
て
話
を
聞
く
だ
け
」
と
思
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
！

　

利
用
者
様
と
ス
タ
ッ
フ
で
、
昔
を
思
い
出
し
な
が
ら
ワ

イ
ワ
イ
話
を
し
た
り
、
笑
い
合
い
な
が
ら
楽
し
く
運
動
を

し
た
り
す
る
、

「
お
と
な
の
学
校
」っ
て
、ど
ん
な
所
？

「
お
と
な
の
学
校
」
の
様
子
は
、
イ
ン
ス
タ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
↑

先生役のスタッフ達▼
　

認
知
症
予
防
・
自
立
支
援
を
目
的
と
す
る

「
利
用
者
様
〝
全
員
参
加
〟
型
」

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

先
生
役
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
話
題
を
提
供
し
な
が
ら
、
聞

き
役
・
話
を
引
き
出
す
係
に
徹
し
ま
す
（
笑
）。
人
生
の

大
先
輩
達
の
話
を
聞
き
、
当
時
の
出
来
事
や
、
昔
流
行
っ

た
歌
や
遊
び
を
教
わ
る
こ
と
も
。

　

そ
し
て
利
用
者
様
が
楽
し
み
に
し
て
い
る

「
看
護
師
に
よ
る
手
指
体
操
」

　

毎
日
30
分
間
、
座
っ
た
ま
ま
出
来
る
簡
単
な
体
操
で
、

頭
も
身
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

　

熱
中
症
予
防
や
話
し
相
手
が
欲
し
い
と
い
う
方
に
も
オ

ス
ス
メ
で
す
。
興
味
を
持
た
れ
た
方
、
一
度
見
学
・
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

お
問
い
合
わ
せ
は　

☎
０
１
８
２
―

５
６
―

０
２
９
６

�

堀
江
・
𠮷
川
ま
で

　

Ｊ
Ａ
助
け
合
い
組
織
け
や

き
の
会
（
大
雄
地
区
）
の
皆

様
か
ら
素
敵
な
お
花
を
届
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

７
月
16
日（
木
）

ショートステイスタッフ・ヘルパー大募集中！一緒に働きませんか？　お電話ください！（担当：堀江・藤谷・柴田）

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
大
雄
支
部
の

皆
様
か
ら
は
、
た
く
さ
ん
の

タ
オ
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

７
月
29
日（
水
）

大切に使わせていただきます！▼

▲�夏らしいお花がいっぱい。
ありがとうございます！

感謝

ＪＡ秋田ふるさと無料職業紹介所稼働状況について 令和８年７月31日現在

作目
区分

当月有効求人 紹介実績 現在の
有効求人数
③＝①－②

有効求人情報
作業内容・品目等 特記事項

JA管内活用状況件数 求人数
① 紹介数 うちマッチング成立

②
水　稲 2 4 0 0 4 作業全般 ◆求人情報はＪＡホー

ムぺージで毎週更新
のほか横手市各地域
局にも掲示していただ
いております。
◆１日農業バイトアプ
リのマッチングが好調
です。スポットの求人
にはぜひアプリ活用を
ご検討ください。
➡アプリはお手持ちの
スマートフォンで【デ
イワーク】と検索

アプリ登録農家 53

果　樹 6 17 7 1 16 りんご、ぶどう うち求人募集 17

野　菜 15 30 31 10 20 きゅうり、ほうれん草、ねぎ、
西瓜、枝豆、とうもろこし 仕事登録数 146

花　卉 2 4 2 1 3 収穫、管理作業 募集人員 244

菌　茸 1 3 0 0 3 管理作業全般 応募人員 321

その他 5 8 3 2 6 水稲プラス野菜など
複合品目 マッチング 226

当月計 31 66 43 14 52 マッチング率
（当月） 21.2% マッチング率

（当月） 88.9%

累　計 124 240 143 57 （累計） 23.8% （累計） 92.6%
※求人数には、マッチングに至らず求人期間が経過したものや個別に労働力を確保して取下げられた数は含まれておりません。

農業労働力を受け入れる側の体制整備について　ワンポイント情報

「農業労災・安全対策ポータルサイト」は、労災保険制度や農作業
安全対策に関する情報をわかりやすく掲載し、必要な情報へ容易に
アクセスできる環境を整備しています。

※サイト運営：一般社団法人全国農業会議所／農林水産省令和７年度補正「雇用体制強化事業（推進体制整備コース）」資料を加工し作成。

農業労災・安全対策ポータルサイトのご案内
農業労災・安全対策ポータル
守る・備える・つなぐ。

https://aguri-rousai.jp
大切な人と経営を守る。
農業を未来へつなぐ。
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「ももの簡単パフェ」

●材料（２～３人分）

　香りが高く爽やかな甘みのももと、コクがあるカスタードクリームは絶品の組み合せで
す。カスタードクリームは電子レンジと米粉を使うと簡単に手作りできます。夏のおもて
なしデザートにぴったりです。

もも	 １個
コーンフレーク	 適量
【カスタードクリーム】
牛乳	 200㏄
砂糖	 40ｇ
卵黄	 １個
米粉	 20ｇ

　爽やかな甘みと、芳醇な香りをまとったみずみずしさが魅力の当ＪＡ
のもも。ＪＡ秋田ふるさともも部会では、86名の部会員が生産に取り
組んでおり、昨年度の販売実績は８千７百万円でした。今年は７月下旬
からあかつきが出荷され、晩生の川中島白桃は９月上旬までの出荷を予
定しています。今年の６月には一部園地で降雹被害が発生しました。厳
しい栽培環境の中でも、おいしいももを消費者に届けるため部会一丸と
なって生産に励んでいます。

「もも」

①カスタードクリームを作る
　�　カスタードクリームの材料をすべて
耐熱容器に入れてよく混ぜる。電子
レンジ（500ｗ）で２分温めたら混ぜ
る。再び電子レンジで２分程温める。
クリーム状になるのでよく混ぜてバッ
トなどに移し、粗熱をとり冷蔵庫で冷
やす。
②盛り付けて完成
　�　ももはよく冷やしておき、皮をむい
て好きな形に切る。ガラスの容器など
にコーンフレーク、カスタードクリー
ム、ももを層に盛り付けて完成。

●作り方
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考
案
／
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と　

食
農
販
促
課

今
月
の推し

れ
し
ぴ

今月の 食材



■主　　催：秋田ふるさと農業協同組合
●後　　援：一般財団法人横手市増田まんが美術財団・横手かまくらＦＭ
■募集期間：2026年７月21日（火）～９月10日（木）
■応募資格：ＪＡ秋田ふるさと管内（横手市内・美郷町金沢・野荒町）の小学生以下のお子様
■募集内容：上記のテーマにあったイラスト。一人何点でも応募可。指定用紙（本紙裏面）を使用し、画材は不問とする
　　　　　　（絵具、色鉛筆、クレヨン、ちぎり絵等）。作品は応募対象者本人が作成したものに限る。
■表　　彰：最優秀賞＝１点（賞状・横手にぎわい商品券 5,000円）／優秀賞＝若干数（賞状・横手にぎわい商品券 3,000円）／
　　　　　　参加賞＝応募者全員
　　　　　　※応募作品は、全作品を「よこてシャイニーパレス」（ＪＡ秋田ふるさと本店：横手市駅前町６－33）に展示（10
　　　　　　　月上旬～下旬予定）した後、返却（11月予定）いたします。展示の際は氏名・学校名・学年を公表いたします。
　　　　　　　展示の詳細についてはＪＡ広報誌・ホームページ・公式ＬＩＮＥにてお知らせいたします。受賞作品については
　　　　　　　作品・氏名・学校名・学年を広報誌に掲載いたします。
■審　　査：秋田ふるさと農業協同組合、後援団体ほか
■応募方法：本紙裏面に作品を描いて郵送、またはＪＡ秋田ふるさと各支店・営農センターヘお届けください。
　　　　　　※応募できるのは一人１点です。応募用紙はＪＡ秋田ふるさと各支店・営農センターにご準備しております。
■郵 送 先：〒013－0205　秋田県横手市雄物川町今宿字前田面20
　　　　　　ＪＡ秋田ふるさと営農経済部食農販促課「ふるっぴ」イラストコンテスト事務局あて
【ご注意】
　①応募に係る費用については応募者の負担となります。
　②応募作品は、当ＪＡにおいて審査し、最優秀賞・優秀賞を選考します。入賞者につきましては当ＪＡ広報誌にて発表し、表
　　彰式を実施いたします。審査に関する質問には回答いたしません。応募作品に関する一切の権利は秋田ふるさと農業協同組
　　合に帰属します。応募作品の返却・参加賞はＪＡ職員がお届けするか他の方法でお届けいたします。
　③応募の際に提出していただいた個人情報は、「個人情報の保護に関する法律」の規程に基づき適切に管理し、作品の審査・
　　発表など、当コンテストにかかる目的のほか、ＪＡ秋田ふるさとからの事業案内に利用させていただく場合がございます。
　　この他については他用いたしません。
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ふ
る
さ
と
の
民
話

▲ＱＲコードを読み取ると
　音声で「ふるさと民話」をお楽しみいただけます。

　

昔
む
が
し
、
大た

い
し層

た
ス
イ
カ
作こ

し
ゃ
の
上じ

ょ

だ

手
だ
爺
様
が
え
だ
っ
た

ど
。
大
き
く
て
真
っ
赤
で
並な

え
て
か
え
て

外
れ
て

美
味
ゃ
お
だ
が
ら
、
近あ

だ
り隣

で
は
評
判

だ
っ
た
ど
。

　

そ
の
評
判
を
聞
ぎ
付
け
で
盗
み
に

く
る
ス
イ
カ
泥
棒
が
絶
え
ね
ゃ
ぐ

な
っ
て
き
た
な
で
、
畑
さ
番
兵
小
屋

建
で
で
見
張
る
ご
ど
え
し
た
け
ど
。

　

あ
る
月
夜
の
晩
、
一
人
の
ス
イ
カ

泥
棒
が
忍
び
込
ん
だ
け
ど
。
ゴ
ロ
ゴ

ロ
ど
生な

っ
て
る
ス
イ
カ
の
中
が
ら
一

つ
選
ん
で
ポ
ン
ポ
ン
っ
て
叩
い
で
み

だ
ば
、
熟じ

ゅ
ぐ

れ
で
で
良
ぇ
音
っ
こ
が
す

る
け
ど
。「
こ
れ
だ
」
ど
思
っ
て
捥も

ぐ
ど
し
た
ば
、
番
兵
小
屋
の
中
が

ら
「
ダ
ダ
、
ダ
ダ
」
っ
て
、
音
っ
こ

が
聞
げ
で
き
た
け
ど
。
吃ど

で
ん驚

し
た
泥

棒
は
慌
で
で
ス
イ
カ
の
葉
っ
ぱ
の
下

さ
隠
れ
で
暫
ぐ
身
を
潜
め
で
だ
っ
た

ど
ス
イ
カ
を
叩
い
で
確
か
め
な
が
ら
、

捥も

い
だ
ス
イ
カ
を
次
々
に
畑
の
隅し

ま

っ

こ
の
方
さ
転
が
し
て
や
っ
た
け
ど
。

　

泥
棒
が
畑
の
外
さ
ス
イ
カ
を
運
び

出
す
ど
し
た
ば
、「
ダ
ダ
、
ダ
ダ
、

ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
、
ボ
ガ
ー
ン
」
っ

て
、
大
き
た
音
が
鳴
り
響
い
だ
け
ど
。

　

泥
棒
は
吃ど

で
ん驚

し
て
、
ス
イ
カ
を
置

い
だ
ま
ま
、
尻け

っ
ち
か
ち
ゃ
ま

逆
様
に
し
て
逃ね

げ
で

行
っ
て
し
ま
っ
た
け
ど
。

　

爺
様
の
尻け

っ
ち
あ
な穴

が
胡
瓜
で
塞
が
れ
で

し
ま
っ
た
な
で
、
腹
の
中
さ
屁
が
貯

ま
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
な
。
そ
の
屁

が
一
気
に
飛
び
出
し
て
、「
ダ
ダ
、

ダ
ダ
、
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
、
ボ
ガ
ー

ン
」
っ
て
鳴
っ
た
な
だ
っ
た
ど
。

　

そ
れ
で
も
、
爺
様
は
目
ぇ
覚
ま
さ

ね
ゃ
が
っ
た
ん
だ
ど
。

と
っ
ぴ
ん
ぱ
ら
り
の
ぷ
う

ど
も
、
人
が
来
る
え
た
気
配
は
ね
ゃ

が
っ
た
ど
。
安
心
し
た
泥
棒
は
、
ま

だ
ス
イ
カ
さ
手
か
げ
だ
け
ど
。
し
た

ば
、
ま
だ
「
ダ
ダ
、
ダ
ダ
」
っ
て
音
っ

こ
が
し
た
け
ど
。
し
た
ど
も
、
誰
も

来
る
え
た
気
配
は
ね
ゃ
が
っ
た
ど
。

　

不
思
議
に
思
っ
た
泥
棒
は
、
番
兵

小
屋
を
覗
い
で
み
だ
ど
。
し
た
ば
、

ス
イ
カ
名
人
の
爺
様
が
尻け

っ
ち

出
し
て
寝

で
ら
け
ど
。
し
ば
ら
く
見
で
だ
ば
、

ま
だ
「
ダ
ダ
、
ダ
ダ
」
て
音
っ
こ
が

し
た
け
ど
。
よ
ぐ
よ
ぐ
見
だ
ば
、
爺

様
が
寝
な
が
ら
「
ダ
ダ
、
ダ
ダ
」
っ

て
音
っ
こ
を
立
で
で
、
屁
ぇ
し
て
だ

な
だ
け
ど
。

　

泥
棒
は
、
隣
の
胡
瓜
畑
が
ら
胡
瓜

を
一
本
捥も

い
で
き
て
、
爺
様
の
尻け

っ
ち
あ
な穴

さ
ジ
グ
っ
と
挿さ

し
込
ん
だ
け
ど
。「
こ

れ
で
大
丈
夫
だ
」
っ
て
思
っ
た
泥
棒

は
、
堂
々
と
畑
さ
入
っ
て
ポ
ン
ポ
ン

●
「
ふ
る
さ
と
安
心
畑
」
直
売
所
を
た
ま
に

利
用
し
て
い
ま
す
。
広
報
を
見
て
、
頑
張
っ

て
い
る
生
産
者
の
方
々
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
美
味
し
い
新
鮮
な

野
菜
を
あ
り
が
と
う
。
き
れ
い
な
お
花
も
あ

り
が
と
う
。

雄
物
川　

Ｐ
．Ｎ 

ヨ
ッ
コ
ち
ゃ
ん
さ
ん
（
65
）

●
「
介
護
員
日
記
」
利
用
者
様
が
心
か
ら
楽

し
ま
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
写
真
で
ホ
ッ
コ

リ
し
ま
す
。

十
文
字　

Ｐ
．Ｎ 

ロ
ト
セ
ブ
ン
さ
ん
（
58
）

●
「
営
農
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
」、

家
庭
菜
園
を
少
し
や
っ
て
い
ま
す
が
、
毎
年

の
事
な
の
に
育
て
方
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

虫
が
付
い
て
い
て
病
気
が
ち
に
な
る
の
で
参

考
に
な
り
ま
す
。増

田　

後
藤　

元
子
さ
ん
（
67
）

●
「
ラ
タ
ト
ゥ
イ
ユ
」
っ
て
名
前
だ
け
で
も

難
し
そ
う
な
の
に
、
レ
シ
ピ
を
見
る
と
簡
単

そ
う
で
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
も
好
き
な
の
で
い
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

雄
物
川　

佐
藤　

夕
花
さ
ん
（
25
）

●
毎
号
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
真
っ
先
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
頭
の
体
操
！
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
！
次
に
見
る
の
が
今
月
の
推
し
レ
シ
ピ

さ
ぁ
～
今
晩
の
お
か
ず
は
こ
れ
つ
く
っ
て
み

よ
っ
と
。

十
文
字　

Ｐ
．Ｎ 

ク
ッ
コ
さ
ん
（
73
）

●
再
話
／
中
川
文
子　

●
画
／
佐
々
木
愉
美
子

ス
イ
カ
泥
棒
―

３
―
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（ＪＡ秋田ふるさと　営農経済部　食農販促課　行）

①クロスワードパズルの答え

②住所　〒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

③氏
ふり が な

名　　　　　　　　（P.N.　　　　　　）

④年齢　　　歳　⑤電話番号　　　　　　　　
⑥該当する組合員区分　※○をつけてください

　正組合員・正組合員家族・准組合員・員外

⑦今月の好きな記事とその理由
　または当誌やＪＡへのご意見・ご感想

【解き方】全部の問題を解き二重枠の文字を並べ
替えると一つの言葉ができます。それが答えです。

【応募方法】
ハガキに左記①～⑦までの項目をご記入の上、下記までご応募
ください。左の点線を切り取って管内最寄りの支店まで持参い
ただくかハガキに貼り付けてもご応募できます。なお、お寄せ
いただいたご意見は「おたより」のコーナーに掲載させていた
だく場合がございます。

【応募先】
〒013-0205　横手市雄物川町今宿字前田面20
ＪＡ秋田ふるさと　広報担当
またはＪＡ秋田ふるさとホームページ
http://www.akita-furusato.or.jp/からでもОＫ。

（「みなさんの声と作品をお寄せください」バナーをクリック！）

■７月号の答え／ミナミカゼ
■７月号の当選者／
高橋　豊雄さん
P.N スイカの山本さん
P.N 十文字のばあちゃんさん
■応募総数／79通
■正解者数／77通

57年ぶりふるさと管内の高校が
出場「おめでとうございます」

【締　切】８月25日（火）当日消印有効

素
手
で
も
使
え
る

安
心
な
中
性
洗
剤
！

マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
バ
ー
ク
ロ
ス

付
き
で
届
い
た
そ
の
日
か
ら

使
え
る
セ
ッ
ト
。

ウタマロ石鹸
キッチン洗剤ギフト
３名様にプレゼント

７月号のプレゼントは『耐熱ガラス保存容器』

タテのカギ ヨコのカギ

1	 飛行機が飛び立つこと
3	 田んぼでゲロゲロ鳴きま

す
5	 土地の広さをあらわす単

位のひとつ
6	 シャワシャワと蝉――が

降り注ぐ
7	 パールともいいます
9	 ヒヨコのための栄養が豊

富な部分
11	 小銭入れに入れます
13	 ブイもこの仲間
15	 北海道と青森を結ぶ――

トンネル
17	 野球の出場メンバーのこ

と
19	 金づちで打ち込みます
20	 嘘から出た――
21	 盆――、阿波――

1	 令和８年は８月７日。暦
の上ではもう秋です

2	 髪に結わえるもの
3	 タンスや机などのこと
4	 ――ギターは電気信号で

音を奏でます
6	 ８月15日は――記念日。

平和を祈念します
8	 初対面の人に――紹介を

した
10	 ハンバーグに入れるタマ

ネギの切り方
12	 多くは殻を持つ生き物。

実はウミウシもこの仲間
14	 炒った大豆をひいたもの
16	 分度器で測ります
18	 納豆が引くもの



お
知
ら
せ

■
「
ジ
ャ
ン
ボ
ス
イ
カ
重
さ
当
て
ク
イ
ズ
」

　
の
お
知
ら
せ

　

十
文
字
営
農
セ
ン
タ
ー
で
は
Ｊ
Ａ
産

ス
イ
カ
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
企
画
の
一
つ

と
し
て
８
月
18
日
（
火
）
に
「
ジ
ャ
ン

ボ
ス
イ
カ
コ
ン
ク
ー
ル（
重
量
コ
ン
ク
ー

ル
）」
を
開
催
し
ま
す
。

　

出
品
さ
れ
た
中
か
ら
道
の
駅
「
十
文

字
」「
男
鹿
水
族
館
Ｇ
Ａ
Ｏ
」
へ
展
示

し
、「
ジ
ャ
ン
ボ
ス
イ
カ
重
さ
当
て
ク

イ
ズ
」
を
実
施
し
ま
す
。
正
解
者
の
方

に
は
新
米
や
十
文
字
産
の
農
畜
産
物
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
！

　

ま
た
、
出
展
品
か
ら
数
個
を
男
鹿
水

族
館
Ｇ
Ａ
Ｏ
の
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
「
モ

モ
太
」
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
予
定
で
す
。

開
催
期
間

　

令
和
８
年
８
月
19
日（
水
）

�

～
８
月
26
日（
水
）

問
十
文
字
営
農
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
８
２
―

４
４
―

３
１
０
１

　
（
募
集
期
間
：
通
年
）

※�

ご
応
募
頂
い
た
方
に
別
途
ご
案
内
し

ま
す
。

問
総
務
人
事
部　

人
事
課　

採
用
担
当

　

☎
０
１
８
２
―

３
５
―

２
６
３
８

　

e-mail:wg-jinji@akita-furusato.or.jp

■
米
倉
庫
等
季
節
作
業
員
募
集
の

　
お
知
ら
せ

　

Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
管
内
の
米
倉
庫

及
び
施
設
（
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
）
の
季
節
作

業
員
を
募
集
し
ま
す
。

▪
主
な
作
業
内
容

　

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
操
作
、
米
袋
荷
捌

き
、
検
査
補
助
、
施
設
作
業（
荷
受
ホ
ッ

パ
ー
へ
の
籾
投
入
作
業
等
）

▪
雇
用
期
間

　

令
和
８
年
９
月
中
旬
～
10
月
下
旬
頃

▪
募
集
期
間

　

令
和
８
年
８
月
末
迄

▪
募
集
人
数

　

若
干
名（
男
女
問
わ
ず
）※
面
接
あ
り

▪
資
格

　

普
通
運
転
免
許
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

運
転
技
能
講
習
修
了
（
作
業
内
容
に
よ

り
無
く
て
も
可
）

▪
給
与

　

時
給
１
，０
３
１
円
～
２
，０
０
０
円

※
作
業
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

※�

県
の
最
低
賃
金
に
合
わ
せ
、
10
月
よ

り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
通
勤
手
当
を
支
給
い
た
し
ま
す
。

【
連
絡
・
申
込
先
】

　

米
穀
課

　
（
０
１
８
２
―

２
３
―

６
５
５
６
）

　

ま
た
は
Ｊ
Ａ
各
営
農
セ
ン
タ
ー

■
選
果
ス
タ
ッ
フ
募
集
の
お
知
ら
せ

　

Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
管
内
果
樹
選
果

場
で
の
選
果
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

▪
主
な
作
業
内
容

　

り
ん
ご
等
の
選
別
、
荷
造
り

▪
作
業
期
間
　

　

令
和
８
年
９
月
上
旬
～

�

令
和
９
年
１
月
下
旬
ま
で

▪
募
集
期
間

　

定
員
に
な
り
次
第
〆
切

▪
資
格

　

普
通
運
転
免
許
等
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
運
転
技
能
講
習
修
了
（
作
業
内
容
に

よ
り
無
く
て
も
可
）

▪
給
与

　

時
給
１
，０
３
１
円
～

※
作
業
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

※�

県
の
最
低
賃
金
に
合
わ
せ
、
10
月
よ

り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▪
勤
務
時
間

　
８
時
30
分
～
17
時
の
フ
ル
タ
イ
ム
基
本

▪
休
日

　

日
曜
・
年
末
年
始

▪
応
募
方
法

　

下
記
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

【
連
絡
・
申
込
先
】

　

果
樹
課　

　

☎
０
１
８
２
―

２
３
―

６
２
６
６

■
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

【
高
校
新
卒
採
用
】

▪
対
象

　

令
和
９
年
３
月
卒
業
予
定
の
高
校
生

　
（
既
卒
応
募
可
：
卒
業
後
３
年
以
内
）

▪
応
募
方
法

　

学
校
を
通
じ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▪
試
験
日

　

第
１
回　

９
月
16
日
以
降

　
（
募
集
期
間
：
９
月
５
日
～
９
月
15
日
）

　

第
２
回　

12
月
中
旬　

　
（
募
集
期
間
：
10
月
１
日
～
12
月
11
日
）

【
大
学
等
新
卒
採
用
】

▪
対
象

　

令
和
９
年
３
月
卒
業
予
定
の
大
学

生
、
短
大
生
、
専
門
学
校
生
等

▪
試
験
日

　

第
２
回　

８
月
下
旬

　
（
募
集
期
間
：
７
月
１
日
～
８
月
14
日
）

　

第
３
回　

12
月
中
旬

　
（
募
集
期
間
：
10
月
１
日
～
12
月
11
日
）

▪
応
募
方
法

　

マ
イ
ナ
ビ
２
０
２
７
に
エ
ン
ト
リ
ー

の
う
え
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
中
途
採
用
】

▪
対
象

　
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
方

▪
応
募
方
法

　

当
Ｊ
Ａ
採
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
必

要
書
類
を
ご
確
認
の
う
え
、
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

▪
試
験
日

　

第
２
回　

12
月
中
旬

　

※
４
月
１
日
採
用
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理事会だより
【第４回定例理事会】
令和８年７月30日（木）
報告事項（抜粋）
■令和９年産米作付方針について
■令和８年度すいかの仮渡金につ
いて
■令和８年度りんご・西洋梨の仮
渡金について
■令和８年産米の８月以降の出荷
契約について
■令和８年度第一四半期不祥事未
然防止対策について
■次期管理系システムについて

議案（抜粋）
■共済規程の一部変更について
■令和８年度共同乾燥調製施設利
用料金の設定について
■令和８年度選果場利用料金の設
定について
■令和７年度ディスクロージャー
誌について
■コンプライアンス・マニュアル
の一部改正について

株式会社
HP／https://ja-sousai-agulemu.com/
電話 0182-52-3930 FAX 0182-52-3931

「事前相談／みどりの会のご入会」も随時受け付けております。

会場を埋め尽くすほど、たくさんのお人形さんが持ち込まれ、
共に過ごした思い出と感謝のお別れをお手伝いさせて頂きました。

からのお知らせ

祝！横手高校野球部甲子園出場
　横手市とＪＡは７月31日、第108回全国高等学校野球選手権大
会に出場を決めた秋田県立横手高等学校に、地元横手産の「あき
たこまち」300㎏を贈り健闘を祈念しました。
　贈呈に当たり髙橋大市長は「横手の美味しいお米の力で暑さを
吹き飛ばし、はつらつとしたプレイを甲子園の大舞台で発揮して
ほしい」と言葉を添え、小田嶋契組合長は「甲子園出場の幸せや
楽しさ、素晴らしさを存分に味わい、勝敗に関わらず、力いっぱ
い戦ってきてほしい」と激励しました。

▲左から、髙橋市長、高橋透校長、小田嶋組合長

退職者のおしらせ
　下記の職員が退職いたしました。
長い間お世話になりました。
【７月31日付】（　）は旧任部署
佐々木　成吾　（米穀課）
阿部　裕　　　（果樹課）
高橋　拓斗　　（山内資材）
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JA通信

編 集 後 記ＪＡの概況 Situation

営農経済部からのお知らせ

（2026年６月末現在）

組合員数 	  17,438人
（正組合員）	  11,181人
（准組合員）	  6,257人
貯金 	  1,272億6,841万円
貸付金 	  512億7,732万円
購買品取扱高 	  25億3,925万円
販売品取扱高 	  13億2,733万円
共済保有高（保障） 	  2,989億678万円

　

７
月
の
後
半
は
、
昼
夜
の
寒
暖
差

が
あ
り
、
夜
が
涼
し
か
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
天
気
予
報
を
見
る
と
８

月
に
入
り
気
温
が
30
℃
以
上
の
日
が

多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
エ
ア
コ
ン

を
上
手
に
利
用
し
、
こ
ま
め
な
水
分

補
給
を
し
な
が
ら
体
調
管
理
に
は
気

を
付
け
た
い
も
の
で
す
。	

（
さ
）

　

各
地
で
納
涼
祭
な
ど
の
お
祭
り

で
、
予
想
し
て
い
な
い
打
ち
上
げ
花

火
が
夏
の
夜
空
を
彩
り
、
家
族
で
一

つ
の
窓
を
眺
め
る
時
間
。
い
つ
も
の

日
常
が
花
火
の
音
を
感
じ
、
贅
沢
に

変
わ
る
素
敵
な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

	

（
み
）

■令和８年度　共同乾燥調製施設利用料金のお知らせ
　令和８年度のＪＡカントリーエレベーター及びライスセンターの
利用料金につきまして、以下のとおりお知らせ致します。

品　目 乾燥料 籾　摺
調製料 合　計 重量基準

生　籾 1,380 940 2,320 玄米製品重量（ふるい下米を含む）

半乾燥 540 940 1,480 玄米製品重量（ふるい下米を含む）

玄　米 ― ― 600 持込による色彩選別料

令和８年度共同乾燥調製施設利用料金 単位：60㎏、円（税込）

※�搬入時に水分値が30％を超える場合は、200円/60ｋｇ（税込）を加算いたします。
※�半乾燥籾とは、搬入時の籾水分値が17％以下のもので、事前に利用申込みされたものです。

【お問い合わせ】　営農経済部　米穀課（23-6556）まで

　県より、「斑点米カメムシ類の水田内への侵入量が多くなるおそれ」がある旨の注意情報が発令
されたことに鑑みて当ＪＡでは、ＪＡホームページ上に「出穂期予測とカメムシ防除適期の目安」
を掲載いたしました。県のホームページに掲載されている【農作物病害虫発生予察情報】と合わせ
て確認し、適期防除に努めましょう。

■ホームページ掲載　出穂期予測とカメムシ防除適期の目安について

※クリック（またはタップ）で拡大します。

https://akita-furusato.or.jp/ https://www.pref.akita.lg.jp/
pages/archive/71561

品　目 乾燥料 籾　摺
調製料 合　計 重量基準

生　籾 1,380 890 2,270 玄米製品重量（ふるい下米を含む）

半乾燥籾 540 890 1,430 玄米製品重量（ふるい下米を含む）

玄　米 ― ― 600 持込による色彩選別料

令和７年度施設利用料金 単位：60㎏、円（税込）

品　目 紙袋代 配　達 合　計 備　考

玄　米 93 80 173 自己取りの場合は配達分値引き

令和８年度共同乾燥調製施設飯米利用料金 単位：30㎏／袋（税込）

品　目 紙袋代 配　達 合　計 備　考

玄　米 85 80 165 自己取りの場合は配達分値引き

令和７年度共同乾燥調製施設飯米利用料金 単位：30㎏／袋（税込）
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